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　生徒は、3名のよのなか先生の講話（お一人25分）を聞くことができましたので、今後の学校生活や将来の
生き方などについて考える良い機会となりました。
　講話は「働くということ」「仕事の内容や仕事に就いた経緯」「仕事をする上での失敗談や苦労、喜び」「仕事を
する上で大切にしていること」など、講師の方々のご経験に基づいた内容でしたので、大変分かりやすく、生徒
の心にも深く響いたようです。『ピンチをどう乗り越えるか～工夫やアイデアを出して改善・改革をしていく』
『失敗は将来に向けての経験になる。なぜ失敗したのかを検証し、挑戦し続けることが大事』など、生徒の励み
となるお話もたくさんありました。生徒たちが、失敗を恐れず、前に進んで行けるよう、声援を送りたいと思い
ます。

西階中学校（2年生・100名）よのなか教室　「職業人講話」
令和 4年 6月 17日（金）　13:55 ～ 15:45

【野中　直樹さん】 【塚元　秀樹さん】 【原田　克彦さん】

　【よのなか教室の一場面】

　西階中学校の 2年生が「職業人講話～失敗は成功のもと更なる挑戦」というテーマで、
3名のよのなか先生の講話を聞きました。今回のよのなか先生は、

野中　直樹さん（株式会社　TANI　代表取締役）
塚元　秀樹さん（延岡青年会議所　監事）
原田　克彦さん（ベーカリー原田　店長）
の 3名の方々です。

　4月の下旬から 6月下旬にかけて、延岡市内の小・中学校を訪問させ
ていただきました。校長先生、担当の先生には、キャリア教育についての
取組の状況やこれからの計画等について、丁寧にお話ししていただき、
キャリア教育支援センターとしましても、大変参考になりました。新型
コロナウイルス感染が、なかなか収束に向かわない状況にあって、「学び
を止めたくない。」「できる範囲で、対面での講話を実施したい。」等々の
先生方の思いに触れ、私どもも何かお手伝いすることができないか、考
えを巡らせているところです。
　よのなか教室や体験活動等に関することなど、ご相談やご要望があり
ましたら、いつでもお気軽にご連絡ください。
　お忙しい中、学校訪問への温かい対応、本当に有り難うございました。



令和 4年 6月 16日（木）　14:45 ～ 15:35　

令和 4年 5月 27日（金）　13:35 ～ 15:25

【推進懇話会の様子】

　南浦中学校の全校生徒が、よのなか先生に細川真由美さん（みやざ
き若者サポートステーション・キャリアコンサルタント）をお招きして、
マナーアップ講座を行いました。南浦中学校では、3年間の在籍中に、2
回の職場体験学習を行うということで、本年度は、その年になるそうで
す。職場体験学習は、全校生徒が対象で、事前に「マナーアップ講座」を
実施するのは、大変意義があると担当の先生が話されていました。講
話は、生徒が講師を挟んで円形で座り、和やかな雰囲気で行われまし
た。細川さんは、初めに、「本日の目標を立てること」、「中学生のうちに

働くことについて学ぶことはとても
大事であること」を話されました。ま
た「職場で働いている人は、命がけで
仕事に臨んでいらっしゃるので、中
途半端な体験学習にしない」ことも
付け加えられました。さらに、挨拶や
返事、身だしなみなど、職場で気を付
けることや職場でのルールをしっか
り守ることなどを、具体的に説明さ

れましたので、生徒もよく理解できたようです。一人ずつ、挨拶の演習も
行いましたが、生徒たちは、しっかりとした態度で臨んでいました。

 　旭中学校では、あさひタイム（総合的な学習の時間）を活用して、各
学年、テーマに基づいた学習を生徒が意欲的に行っています。3年生は、
今回、「探究とはどんな学びだろう」というテーマで、水永正憲さん（延
岡市キャリア教育支援センター長）に講話をしていただきました。水永
さんは、旭化成の成り立ちから現在までの変革のこと、また、AIと仕事
についての関係のことなどについて触れられ、新しい挑戦や変革のた
めには、探究する力が必要であると話されました。
　それでは、探究とはどういうことなのか
・一番大事なことは、仮説を立てること。何回も何回も組み立てなおす。
・できるだけ深く探る。何が起きているのか、何が問題なのか、情報を
　集める。
・そこに行ってみる。（フィールドワーク）
・自分の意見を伝える。必ず反応がある。自分一人の考えだけでは限界
　がある。
・答えは一つではない。答えのない問題に答えを見出す力をつける。
　以上の項目で説明されましたので、理解が深まったのではないかと
思います。

　講話のあと、生徒たちは、「旭中を日本一の学校にするには」というテーマでグループワークを行いまし
た。まさに、答えのない問題に答えを見出す力が求められる活動でした。
　今後、テーマに沿った探究学習が行われていきますが、その成果は、10月に行われる「あさひタイム発表
会」で披露されます。楽しみです。

南浦中学校（1～ 3年生・13名）　よのなか教室　「マナーアップ講座」

旭中学校（3年生・66名）　よのなか教室　「探究とはどういう学びだろう」

【後藤洋樹先生】

【細川　真由美さん】

【円座で講話を聞く生徒たち】

【水永正憲さん】

【グループワークの様子】

【挨拶の演習】
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